
 今年は例年を遙かに上回る暑い日が続いていますが、ラボ会員の皆様はお元気でお過ごし

でしょうか。新型コロナウィルス感染症対策が5類へ移行してから、やはりコロナに対する

世間の備えが弱くなったと感じますが、最近知り合いに感染者が続出しており、症状が重い

との連絡を受けています。ラボ関係者は高齢の者が多く、油断はできないと気を引き締めて

おります。ご来店の際にはマスクの着用をお願いいたします。 

 浅草界隈は今年の春頃から大幅に観光客が増えています。修学旅行の学生も多く見かける

ようになりましたが、なんといっても外国人観光客の数が激増しています。中国ではごく最

近まで日本への団体旅行が禁止されていたため、今年は欧米からの観光客と東南アジアから

の観光客が激増しており、コロナ前よりもはるかに外国人観光客が増えた印象です。これは

円安が進行していることも大きく関係していることでしょう。中国からの団体旅行が突然解

禁となりましたので、今後はさらに観光客の増加が見込まれています。落ち着いた気分での

浅草観光は平日でも無理な状況で、マスクをせずに高笑いしている外国人の波に翻弄される

覚悟が必要です。 

 さて弊社の最近の活動状況ですが、カメラ修理やレンズ修理のご依頼数は昨年とほぼ同様

の状況です。相変わらず修理が難しく時間のかかるカメラやレンズの修理のご依頼が多く、

現在は2ヶ月半～3ヶ月程度の納期をいただいております。修理をご検討されている場合に

は、どうぞ早めにご相談ください。お待たせして大変申し訳ございませんが、諸事情ご賢察

の上なにとぞよろしくお願い申し上げます。 

 委託販売は今年もお預かりする品物が少なく、棚が空いている状況が続いています。人気

が高いライカMマウントのレンズなどの商品は、状態や価格にもよりますが、店頭に並ぶ時

間が短くすぐに売れてしまう状況です。ただし売れ筋商品は最近まで市場価格が上がる一方

でしたが、ここに来て高価な品物が売れにくくなってきているようです。また品物の状態に

難があるものは、なかなか売れないようになってきました。 

 天体写真撮影用／赤外写真撮影用デジタルカメラ改造サービスは、デジタルカメラの高額

化の影響か、改造依頼数が漸減傾向です。さらにデジタルカメラの中古市場が高騰している

ため、改造済みカメラの販売も改造するカメラの入手が困難になっており、残念ながら大幅

に数を減らさざるを得ない状況になっています。今後もデジタルカメラやレンズの高額化が

進行していくのではないでしょうか？ 

 まだまだ残暑が続きますので、会員の皆様どうぞご自愛ください。これからもよろしくお

願い申し上げます。                          (店長 根本) 
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第49回世界の中古カメラ市 9月1日(金)～9月6日(水) 
詳細は同封の案内葉書をご覧ください 

いつものように早田カメラ店ブースでラボ会員特別サービス実施!! 

 9月 1日(金)から６日(水)まで、東京銀座の松

屋銀座８階イベントスクエアにて「第 49回世界の

中古カメラ市」が開催され、いつものように早田カ

メラ店が出店いたします。 

 ラボ会員の方が早田カメラ店ブースでお買いあ

げいただく場合、事前に会員証をご提示いただく

と、10%値引きの特別サービスが受けられます。

なお新規会員の方で会員証がまだお手元に届い

ていない方は、会員番号を早田にお伝えいただけ

れば割引サービスを受けられます。 

 イベントの詳しいご案内は、同封いたしました案

内葉書をご覧ください。皆様のご来場を心よりお待

ちいたしております。 

 なおこの期間中、早田カメラ店は休業となります

が、弊社は通常営業いたします。ご来店の際に

は、事前にご予約をお願いいたします。 

>>>営業時間のお知らせ<<< 

 

        火曜日～金曜日 12:30～16:30  

           土曜日  11:30～16:00 

           定休日  日曜日・月曜日・祝祭日 

 

ご来店の際には、ご予約が必要です。 

前日までにお電話や電子メールでご予約をお願いいたします。 
「世界ヴィンテージカメラ大全」中国語版 

         根本泰人著 

株式会社 サイトロン・ジャパン 2023年7月発行 

監修 根本泰人 
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優れたメンテナンスで輝くカメラを!! 

定休日 日曜日・月曜日・祝祭日 

 ★☆委託販売がお得です☆★ 
◆お手元に眠っているカメラやレンズを委託にだしましょう!!◆ 

★委託品として現在店頭に並んでいる商品は別紙の

とおりです。会員の皆様から、大切にされていた素

晴らしい状態のカメラやレンズをお預かりしており

ます。 

★現在約3～4週間おきに弊社HP会員専用ページ

で、写真付きの販売リストを公開しておりますが、

弊社FACEBOOKページでは新着委託品を即日公開

しているため、そちらですぐに売れてしまうものが

多く、販売リストにご紹介できません。したがいま

して、まず先に弊社FACEBOOKページをチェック

してください。 

◎会員の方に限り、お取り置きが可能です(２週間以

内)。ご来店が困難な会員の方には、品物を宅配便で

お送りいたします。どうぞ遠慮なくご相談ください。 

★お手元に眠っているカメラやレンズを、委託販売し

ませんか？ 

 委託をお受けするのは、弊社会員に限らせていただ

いております。販売手数料は販売価格の20%(ただし

１万円未満は一律2,000円)です。 

 早田カメラ店でご購入いただいた商品、あるいは弊

社やメーカーでオーバーホールされた商品は高額で早

く売れています。また珍品や人気商品も、高価に販売

できます。買い取りよりはるかに高額で販売できます

し、ヤフオクやメルカリなどと違って、購入者とトラ

ブルになる心配も皆無です。ご不明な点は遠慮無くお

問い合わせください。 

 ☆★ FACEBOOK ページへお越しください!! ★☆ 

https://www.facebook.com/hayatacameralabo 
ハヤタ・カメララボのFACEBOOKページです。 

委託品を入荷次第お知らせするなど、様々な情報をすばやくお伝えしています。 

FACEBOOKのメッセージでのお問い合わせや、委託品のお取り置きのご依頼も、 

随時お受けいたしております。委託品のお取り置きは先着順、2週間以内です。 

現在7,４00人以上のフォロワーさんがいらっしゃいます。 

デジタルカメラ改造 
天体写真撮影用／赤外・紫外写真撮影用 

 ６年前より弊社では天体写真撮影用／赤外写真撮影用のデジタルカメラ改

造サービスを行っています。弊社の改造カメラで撮影した天体写真や星景写

真により、多くの方が天文雑誌や各種コンテストで多数入賞されています。お

陰様で天文業界ではとても有名になりました。本年の改造のご依頼はすでに

150台を越えました。 

 弊社で行う天体撮影用のデジタルカメラ改造は、IR改造(HKIR改造)とゴース

トレス改造(HKGL改造)です。ゴーストレス改造は天体望遠鏡の長焦点撮影の

際に輝星周囲のゴースト発生を回避するための改造ですので、一般的な天体

写真や星景写真の撮影はHKIR改造が適切です。 

 赤外写真撮影用の改造はクリア改造(HKC改造)になります。こちらは企業や

大学などの研究機関からの改造のご相談が多く、随時対応いたしております。

また特殊な表現を求める写真作家の方々からの相談もいろいろお受けいたし

ております。クリア改造では紫外線撮影も可能です。 

 改造費用はカメラの機種によって異なり、キヤノンKissシリーズは税込み

30,800円、ニコンとキヤノン(Kiss以外)、ソニーα7は税込み33,000円です。 

EOS R8やニコンZ7Ⅱなどのミラーレス最新機も改造可能です。ソニーα7Ⅱ、

ペンタックスなどは税込み39,600円です。パナソニックとオリンパスの改造は、

キヤノンやニコンなどに比べて4倍程度の作業時間が必要なため、税込み

49,500円です。一番高額なのはソニーα7Ⅲやα99などで税込み55,000円、納

期は２ヶ月半程度かかります。 

 弊社会員の皆様には、改造費一律10%OFFで処置させていただきます。 

 詳細については、弊社ホームページをご覧ください。 

 店長の根本は趣味のひとつとして、真空管アンプの製作や改造を楽しんで

います。真空管アンプは音質を左右するもっとも重要なデバイスである真空

管を、いろいろなメーカーのものに差し替えることで音の変化を楽しめること

が大きな特徴です。趣味が高じてくると手元の真空管の種類がどんどん増

え、特に今から50～80年前のヴィンテージ真空管はその高音質と希少性か

ら人気がとても高いこともクラシックカメラやレンズに良く似ています。 

 しかし真空管には使用上の寿命があるため、入手した真空管の状態を知る

ことはとても重要です。ビンテージ真空管は

ずっと値上がりを続けており、大きな中古市場

を形成していますが、ヤフオクやメルカリで処

分する場合、状態不明でジャンク扱いで出品

するのと、試験済みで品質保証して出品する

のとでは、落札・販売価格に大きな開きが出て

しまいます。 

 店長の根本は有名な米軍制式真空管試験機TV-2やTV-7、民生用真空管試

験機の最高峰と言われるHickok539Cなどを複数台所有しており、すべて自

分の手で分解整備を行い、正式な手順で校正しております。さらに今年から

真空管の動的特性図を作成できる、etracerを導入いたしました。これにより

真空管試験機だけでは判断できない、すべての動作領域での状態の確認が

できるようになり、いままで以上に正確な判定ができるようになりました。 

 お持ちの真空管の状態を調べたいとお考えでしたら、ご相談ください。また 

真空管試験機TV-7とTV-2、Hickok600/6000シリーズの調整・校正にお悩み

でしたら、ご相談をお受けできます。詳細はお問い合わせください。 

真空管測定器etracerを導入しました。 

雑談コーナー 

ズマレックス85mm F1.5 

左図  テレフンケン 
          ECC803S  

右図   Bugera (中国製) 
           12AX7 


